
浜松市はままつ夢基金事業費補助金実績報告書 

 

１ 事業の概要 

団体名 特定非営利活動法人日本ボーイスカウト浜松第１２団 

①  事業名 冬の体験会 

②  実施時期 令和８年２月１日（日） 

③  実施場所 浜松青少年の家 

④  対象 年中～小学校２年生 

⑤ 事業費総額 
  及び補助金 
  交付決定額 

事 業 費 総 額： 28,902  円 

補助金交付決定額： 29,800  円 

⑤ 事業内容 

親子でボーイスカウト活動を体験する。 

親子で協力して行う活動を重点にプログラムを実施。 

日本の昔遊びの体験を取り入れ凧あげ、福笑いを行った。 

また、２月ということを考慮し節分工作も取り入れた。 

 

２ 実施方法（どのように事業を実施したのか記入） 

① 人員配置・ 
役割分担 

実行委員長 １名 

安全担当 １名 

募集チラシ作成 １名 

募集知チラシ仕分 ８名 

募集チラシ配布 ７名 

駐車場案内 １名 

活動写真撮影 １名 

受付（玄関前、ホール） １名 

集合時、絵本・手遊び １名 

全体調整 １名 

体験活動主担当 凧作り １名 

        凧あげ １名 

        福笑い １名 

節分工作 １名 

説明担当 ４名 

入団希望者対応 １名 

グループ担当（各グループ３名×４・スカウト２～３名ずつ配置） 



② スケジュール 

09：00 受付開始 

09：35 開会セレモニー 

09：45 アイスブレイク「じゃんけん列車」 

09：55 活動体験１「凧作り」 

10：35 体験活動２「凧あげ」 

11：10 体験活動３「福笑い」・保護会 

11：30 体験活動４「節分工作」 

11：50 閉会セレモニー 

11：55 解散 

３ 目標と効果（その事業によって市民がどのような効果を受けたのかを記入） 

① 事業の目標 

休日に親子で過ごす活動を体験する。協力したり子どもの様子を間近で

見ることにより普段見ない子どもの成長を見たり、子どもからもいつも

と違う親（保護者）の姿を見るきっかけとなる。 

保護者や地域の方々との交流を通じて、地域とのつながりや子育て支援

につなげる。 

② 効果の 
確認方法 

体験会後半保護者会を開き意見交換をしたり、実施後アンケートを取り

感想を書いてもらう。 

今回のアンケートでは 

・凧が上がった時の子どもの嬉しそうな顔が見れてよかった 

・普段自分ではできない体験ができてよかった 

・凧作りなど初めての体験を親子でできてよかった 

など、親子での活動を楽しんでくれる声が多く聞かれた。 

③ 目標達成の 
ための工夫 

当団側のスタッフが手伝いすぎない。でも、適度な声掛けを心掛ける。

当日一緒に参加した他の家族との交流も見守る。 

④ 今後の展開 

毎月の集会の案内を希望者に提供する。継続的な活動を促すことでより

子どもの成長を感じるきっかけにもなるし、育児の孤立化も防ぐことに

なつげる。 

 


